
令和元年10月15日育教の京東

第
五
十
九
回
日
本
教
師
会
教
育
研
究
大
会

佐

　

藤

　

健

　

二

今
年
八
月
三
日
（
土
）
　
四
日
（
日
）
、
岐
阜
県
教
育

懇
話
会
主
管
、
岐
阜
市
教
育
委
員
会
後
援
で
、
岐

阜
駅
に
直
結
す
る
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
G
で
右

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
十
五
度
を
超
え
る
猛
暑
の

中
、
三
十
名
弱
の
参
加
者
で
あ
っ
た
　
（
東
京
か
ら
は

三
名
）
　
が
、
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
国
民
教
育

の
在
り
方
を
求
め
て
」
　
と
い
ふ
主
題
の
下
に
、
二
日

間
に
亘
っ
て
熱
心
に
研
修
を
行
っ
た
。
詳
細
は
、
「
ぎ

ふ
の
教
育
」
　
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
私
の
方
で
は
、

簡
単
に
感
想
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

「
主
題
設
定
の
趣
旨
」
に
も
書
い
て
あ
る
や
う
に
、

来
年
度
か
ら
小
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
私
が
危
惧
し
て
ゐ
る
の
は

「
英
語
」
　
で
あ
る
。
来
年
度
か
ら
は
三
・
四
年
生
が

年
三
十
五
時
間
の
　
「
外
国
語
活
動
」
　
で
主
に
担
任

が
指
導
し
、
五
・
六
年
生
は
新
た
に
教
科
と
し
て
の

「
英
語
」
と
な
り
、
教
科
書
を
用
ゐ
て
年
七
十
時
間
、

担
任
と
専
任
教
員
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
担
当

す
る
教
員
の
負
担
は
想
像
に
余
り
あ
る
が
、
何
が
一

番
問
題
な
の
か
余
り
伝
は
つ
て
こ
な
い
。
今
回
の
大

会
で
私
が
聞
き
た
か
っ
た
の
は
、
こ
の
や
う
な
問
題

を
抱
へ
た
現
場
の
先
生
の
生
の
声
で
あ
っ
た
。

道
徳
の
発
表
は
若
く
て
元
気
の
よ
い
先
生
の
発

復
刊
第
十
六
号
　
　
東
京
都
教
師
会
発
行

（
事
務
局
）
横
浜
市
都
筑
区
茅
ヶ
崎
南
四
ノ
十
四
ノ
一
ノ
三
一
〇

表
で
、
そ
の
発
表
の
巧
み
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
大
会
発
表
の
内
容
が
道
徳
に
偏

り
、
今
述
べ
た
英
語
や
、
歴
史
と
い
っ
た
教
科
か
ら

の
発
表
が
な
い
の
が
寂
し
い
。
今
後
の
課
題
と
思
は

れる。来
年
度
は
、
関
西
地
区
の
主
管
で
行
は
れ
る
が
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
ふ
宿
舎
の
問
顕
が
あ
り
、

時
期
を
十
二
月
に
す
る
こ
と
が
総
会
で
了
承
さ
れ

た
。
一
言
申
し
添
へ
て
お
く
。

最
近
の
朝
鮮
情
勢
か
ら
黒

　

羽

　

秀

　

夫

研
修
会
の
後
、
各
位
と
の
懇
談
の
中
で
、
話
題
が

半
島
を
め
ぐ
る
時
事
テ
ー
マ
へ
と
進
展
し
て
い
っ

た
。
そ
う
し
た
流
れ
に
沿
い
、
当
方
に
も
地
政
学
的

な
見
解
を
と
振
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
と
き
に
話
し
た

こ
と
を
記
す
こ
と
に
し
た
。

早
速
話
の
中
で
、
あ
る
方
が
言
っ
た
。

「
半
島
が
も
つ
地
理
的
な
宿
命
」
　
と
い
う
一
言
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
そ
し
て
そ
れ
に
関
し
た
あ
る
本
も
紹

介
し
た
い
の
で
と
こ
と
わ
り
、
ま
ず
は
各
位
に
『
悪

の
論
理
』
（
倉
前
盛
遺
著
　
角
川
文
庫
一
九
八
〇
）
と

い
う
本
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
知
っ
て
は
い
る
が
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
と
の
こ

と
。
ち
ょ
う
ど
知
人
に
貸
す
た
め
に
持
参
し
て
い
た

同
著
の
該
当
箇
所
を
開
示
し
、
私
の
解
説
を
聞
い
て

も
ら
っ
た
。
本
会
の
読
者
の
方
々
も
本
稿
の
引
用
文

は
地
理
教
材
の
一
環
に
加
え
て
、
政
経
や
現
社
の
参

考
資
料
に
も
な
る
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
以
下
を
お

読
み
願
い
た
い
。

謹
①
「
海
洋
勢
力
と
大
陸
勢
力
の
均
衡

朝
鮮
半
島
の
運
命
　
大
陸
に
接
す
る
半
島
は
、
古

来
、
大
陸
勢
力
と
海
洋
勢
力
の
角
逐
の
場
と
な
り
や

す
く
、
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
朝
鮮

半
島
は
典
型
的
な
例
で
あ
り
、
シ
ナ
帝
国
の
勢
力
が

強
大
化
す
れ
ば
、
半
島
の
南
端
ま
で
大
陸
勢
力
の
支

配
下
に
置
か
れ
、
沖
合
の
海
洋
国
日
本
の
力
が
増
大

す
れ
ば
、
こ
の
半
島
南
部
を
勢
力
下
に
置
こ
う
と
進

攻
し
た
。
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
日
本
と
中
国
の
抗
争
は
、
こ

の
図
式
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
そ
の
古
さ
は
神
話
時

代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

ま
た
、
こ
の
半
島
を
経
由
し
て
、
多
く
の
人
々
が

日
本
へ
避
難
し
た
り
、
渡
来
し
た
り
し
て
き
た
。
そ

れ
と
と
も
に
多
く
の
文
物
も
、
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
半
島
に
海
の
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

も
多
い
。
稲
作
技
術
な
ど
南
方
か
ら
海
路
で
も
た
ら

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

半
島
の
特
性
は
大
陸
と
海
洋
勢
力
が
伯
仲
す
る
と

き
は
、
半
島
の
中
間
部
で
二
つ
に
分
断
さ
れ
る
傾
向

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
南
北
に
分
断
さ
れ
た

朝
鮮
半
島
の
姿
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

マ
レ
ー
半
島
も
海
か
ら
き
た
マ
レ
ー
人
回
教
徒

と
、
大
陸
側
の
タ
イ
の
仏
教
徒
の
勢
力
が
半
島
の

真
ん
中
あ
た
り
で
均
衡
し
、
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
い

る。
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イ
ベ
リ
ア
半
島
も
、
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
海
を
渡
っ

て
き
た
サ
ラ
セ
ン
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
、
数
百
年
の

久
し
き
に
わ
た
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
サ
ラ
セ
ン
の
領

域
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
軍
に
よ
っ
て

押
し
返
さ
れ
る
。

半
島
は
海
に
三
方
を
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
海

洋
的
性
格
も
濃
い
が
、
陸
路
で
大
陸
に
つ
な
が
っ
て

い
る
た
め
、
大
陸
に
強
国
が
登
場
す
れ
ば
、
必
ず
そ

の
政
治
的
弾
圧
を
被
り
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
蒙
古
の
侵
入
と
数
十
年
に
わ
た
っ

て
戦
い
な
が
ら
、
つ
い
に
そ
の
侵
略
を
阻
止
で
き
な

か
っ
た
高
麗
と
、
二
回
に
わ
た
る
蒙
古
軍
の
大
侵
入

を
阻
止
し
た
日
本
と
の
相
違
は
半
島
国
と
海
洋
国
の

相
違
で
あ
る
。
英
国
も
海
島
国
の
た
め
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
フ
ラ
ン
ス
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
と
い
う
二

つ
の
大
陸
帝
国
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
は
半
島
の
た
め
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
と
ヒ
ト
ラ
ー
の
制
圧
下
に
お
か
れ
た
。
」

海
洋
国
家
は
多
分
に
　
「
む
ら
気
」
　
で
あ
り
、
大
陸

国
家
の
よ
う
に
　
「
頑
固
一
徹
」
　
で
は
な
い
。

南
ベ
ト
ナ
ム
は
米
国
の
　
「
む
ら
気
」
　
の
た
め
に
見

捨
て
ら
れ
た
。
韓
国
も
同
じ
よ
う
に
米
国
の
　
「
む
ら

気
」
　
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
る
可
能
性
は
十
分
に
残

っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
強
力
な
報
復
力

を
も
つ
こ
と
以
外
に
道
は
な
い
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス

の
よ
う
に
核
武
装
す
る
し
か
な
い
が
、
果
た
し
て
韓

国
が
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
自
主
核
武
装
す
る
技
術
力

と
経
済
力
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
。
朝
鮮
半
島
の
今

後
の
運
命
は
、
こ
の
点
に
か
か
っ
て
い
る
。

韓
国
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
核
武
装
に
必
要
な

技
術
の
提
供
を
申
し
入
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
単
な
る
流
説
と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
韓

国
は
す
で
に
核
兵
器
生
産
の
基
本
的
技
術
は
有
し
て

い
る
。
」
　
と
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
韓
国
で
は

な
く
北
朝
鮮
の
核
武
装
が
正
に
現
実
と
な
っ
た
昨

今
、
要
は
我
が
国
の
危
機
の
ル
ー
ツ
は
、
し
ば
し
ば

こ
の
半
島
か
ら
と
い
う
現
実
を
、
再
認
識
し
て
も
ら

う
た
め
の
引
用
で
あ
っ
た
。
同
様
な
話
を
別
な
会
で

も
話
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
方
か
ら
引
用
さ
れ
た
文
中

の
　
「
蒙
古
の
侵
入
と
数
十
年
戦
い
な
が
ら
、
つ
い
に

そ
の
侵
略
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
高
麗
と
…
：
」
。

こ
れ
を
受
け
て
こ
の
方
が
、
こ
の
元
冠
で
は
敗
れ
た

高
麗
が
元
軍
侵
攻
の
茄
惰
先
兵
と
し
て
、
か
の
唱
歌

の
「
多
々
良
浜
辺
の
戎
夷
」
と
な
り
来
適
し
た
こ
と
。

さ
ら
に
こ
の
半
島
の
背
後
に
控
え
る
大
陸
二
国
に
よ

る
半
島
の
二
国
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
背
後
で
半
島
の

二
国
を
操
る
－
こ
れ
を
懸
念
し
て
い
る
と
の
発
言
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
『
悪
の
論
理
』
は
現
在
で
は
入
手
に
手
間

が
掛
か
る
の
で
、
何
か
新
刊
で
同
じ
よ
う
な
参
考
に

な
る
本
？
　
と
の
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
今
年
五
月

刊
で
『
図
解
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
地
政
学
の
本
』
（
二

〇
一
九
～
二
〇
二
〇
年
版
　
沢
辺
有
司
著
　
彩
図
書
刊

定
価
税
込
み
九
五
〇
円
）
を
お
薦
め
す
る
。
そ
の
中
の

第
七
章
　
「
大
国
の
情
勢
を
映
す
ア
ジ
ア
の
地
政
学
の

第
一
節
　
大
国
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
し
て
機
能
す

る
朝
鮮
か
ら
第
七
節
、
シ
ー
・
パ
ワ
ー
の
島
国
　
日

本
の
脅
威
は
常
に
大
陸
に
あ
る
」
　
ま
で
が
今
回
の
テ

ー
マ
と
重
な
り
参
考
に
な
る
。

因
み
に
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
は
、
緩
衝
国
、
緩
衝

地
帯
、
緩
衝
バ
ネ
等
の
、
対
立
す
る
物
の
間
に
あ
っ

て
、
衝
突
や
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
や
わ
ら
げ
る
も
の
を

言
う
。
ア
ジ
ア
で
は
モ
ン
ゴ
ル
や
タ
イ
そ
し
て
か
つ

て
の
満
州
国
な
ど
も
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
こ
の
辺
り
を
、
こ
の
本
の
該
当
頁
か
ら

見
て
み
よ
う
。

謹
②
「
朝
鮮
半
島
の
地
政
学
的
な
意
味
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
中
国
大
陸
か
ら
海
洋
に
つ
き
で
た
朝
鮮
半
島

は
、
各
国
の
パ
ワ
ー
が
せ
め
ぎ
あ
う
バ
ッ
フ
ァ

ゾ
ー
ン
に
な
り
ま
す
。
中
国
に
と
つ
て
は
日
本

や
ア
メ
リ
カ
な
ど
海
洋
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
た

め
の
、
日
本
に
と
っ
て
は
中
国
の
歴
代
帝
国
や

南
下
す
る
ロ
シ
ア
　
（
ソ
連
）
　
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ

バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

た
え
ず
大
国
が
侵
入
し
て
き
て
戦
場
と
化
す
宿

命
に
あ
る
朝
鮮
半
島
の
歴
史
は
悲
惨
で
、
そ
の

行
き
着
く
先
が
南
北
分
断
と
い
う
形
に
あ
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。
」

謹
①
『
悪
の
論
理
』
　
「
六
、
半
島
の
宿
命
－
朝
鮮
半

島
の
行
方
I
L
　
の
一
七
〇
～
一
七
一
頁
。

註
②
『
図
解
い
ち
ば
ん
や
さ
し
い
地
政
学
の
本
』
「
第

七
章
第
一
節
第
一
項
、
朝
鮮
半
島
は
戦
場
と

な
る
宿
命
岬
」
　
の
二
〇
六
頁
。

（会員）

令
和
元
年
熱
い
夏

先
　
田
　
賢
紀
智

今
年
の
夏
も
過
ぎ
た
が
慶
事
が
二
件
。
一
つ
は
束
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京
都
教
師
会
の
佐
藤
健
二
会
長
の
『
時
代
を
動
か
し

た
天
皇
の
言
葉
』
（
グ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
ス
）
　
の
出
版
。
先

生
の
御
専
門
分
野
で
あ
る
　
「
み
こ
と
の
り
」
　
を
現
代

か
ら
捉
え
解
釈
さ
れ
た
本
で
あ
る
。

今
一
つ
は
教
師
会
の
全
国
大
会
。
平
成
二
八
年

は
岐
阜
、
二
九
年
は
大
阪
、
三
十
年
が
東
京
、
そ
し

て
今
年
度
は
岐
阜
。
記
念
講
演
は
　
「
モ
ラ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
に
基
づ
く
新
た
な
道
徳
教
育
学
の
樹
立
を
め
ざ

し
て
」
　
麗
澤
大
学
特
任
教
授
高
橋
史
郎
先
生
。
先
生

の
御
人
徳
の
お
蔭
で
、
例
年
に
も
増
し
て
参
加
者
が

多
く
実
り
多
い
も
の
で
あ
っ
た
。

詳
細
は
ま
た
の
機
会
に
譲
り
、
会
場
に
辿
り
着

く
途
中
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
岐
阜
駅
か
ら

会
場
は
建
物
が
一
続
き
に
な
っ
て
お
り
、
会
場
近
く

の
通
路
を
利
用
し
た
平
和
団
体
の
展
示
会
が
あ
っ

た
。
八
月
一
五
日
前
後
の
年
中
行
事
で
あ
る
。
こ

れ
を
日
に
し
た
教
師
会
の
あ
る
方
は
　
「
不
愉
快
だ
か

ら
見
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
」
　
と
言
わ
れ
た
。
私

は
有
難
く
鑑
賞
し
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
惨

状
、
核
兵
器
禁
止
条
約
な
ど
等
。

こ
の
人
た
ち
は
現
実
を
見
て
い
る
の
か
し
ら
。

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
は
ア
メ
リ
カ
で
叫
ん
で
下
さ

い
。
落
と
し
た
の
は
日
本
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

人
は
　
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
　
も
　
「
長
崎
の
鐘
」
　
も
不

幸
を
乗
り
越
え
て
現
在
の
繁
栄
を
築
い
て
い
ま
す
。

「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。
過
ち
は
繰
り
返
し
ま

せ
ぬ
か
ら
」
　
と
過
去
を
水
に
流
し
、
他
人
様
を
責
め

る
の
で
は
な
く
、
前
を
向
い
て
生
き
る
民
族
で
す
。

健
気
な
民
族
で
す
。
原
水
爆
禁
止
は
北
へ
行
っ
て

叫
ん
で
下
さ
い
。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
看

板
を
掲
げ
て
い
る
国
な
の
で
話
せ
ば
分
る
で
し
ょ

エ
ソ
○

こ
の
展
示
会
で
再
認
識
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

赤
旗
新
聞
か
ら
抜
き
出
し
た
よ
う
な
世
界
地
図
が
展

示
さ
れ
て
あ
っ
た
。
核
兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
し
た

百
二
十
二
の
地
図
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
米
ロ
を
筆
頭

す
る
核
保
有
国
が
な
い
。
因
み
に
あ
の
金
王
朝
は
こ

の
禁
止
条
約
に
賛
成
し
て
い
た
が
、
核
実
験
に
成
功

す
る
と
脱
退
し
た
模
様
。

核
兵
器
に
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
最
大
の
保
有

国
の
米
ロ
、
そ
し
て
最
新
の
保
有
国
に
向
か
っ
て
叫

ぶ
が
良
い
。
九
条
を
全
面
に
押
し
立
て
　
「
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」

と。

話
は
飛
ぶ
が
、
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
朝
鮮

人
犠
牲
者
追
悼
式
な
る
も
の
に
初
め
て
出
か
け
た
。

所
は
都
立
横
網
町
公
園
。
園
内
に
は
関
東
大
震
災
、

大
東
亜
戦
争
中
の
東
京
大
空
襲
等
の
犠
牲
者
、
約
十

六
万
三
千
人
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
た
東
京
都
慰
霊
堂

が
あ
る
。
さ
て
最
寄
駅
を
降
り
る
と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

を
持
っ
た
姉
さ
ん
が
朝
鮮
人
犠
牲
者
慰
霊
へ
の
参
加

呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。
日
本
人
に
虐
殺
さ
れ
た
朝

鮮
人
、
そ
の
数
六
千
人
と
い
う
。
そ
の
姉
さ
ん
に
伺

っ
た
「
貴
女
は
朝
鮮
人
で
す
か
、
在
日
で
す
か
」
と
。

「
違
う
」
　
と
言
う
。
そ
ん
な
昔
の
事
よ
り
　
「
今
そ
こ

に
あ
る
危
機
」
　
に
立
ち
向
か
っ
た
ら
ど
う
だ
。
「
金

さ
ん
」
　
に
原
爆
実
験
や
ら
飛
翔
体
発
射
は
止
め
ろ
、

と
言
っ
て
く
れ
た
ら
す
ぐ
に
賛
同
す
る
の
だ
が
、
と

い
う
様
な
話
を
し
た
が
、
平
行
線
。

駅
か
ら
公
園
ま
で
の
通
り
は
出
店
が
並
び
、
お

祭
り
騒
ぎ
。
「
慰
霊
祭
」
　
な
の
に
こ
の
商
魂
の
達
し

さ
に
呆
れ
る
。
さ
て
、
園
内
に
あ
る
東
叡
山
寛
永
寺

で
秋
季
慰
霊
大
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
。
春
季
は
東

京
大
空
襲
の
三
月
。
秋
季
は
関
東
大
震
災
の
九
月
だ

か
ら
年
二
回
。
受
付
で
記
帳
し
、
「
御
供
物
　
東
京

都
慰
霊
協
会
」
　
の
表
書
き
の
葛
湯
を
頂
い
た
つ
い
で

に
地
元
の
婦
人
会
の
方
に
　
「
例
年
賑
や
か
で
す
か
」

と
伺
う
と
　
「
今
年
は
佳
子
内
親
王
殿
下
の
お
出
ま
し

が
あ
る
か
ら
一
際
で
す
」
　
と
の
こ
と
。

同
じ
境
内
で
　
「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追

悼
集
会
」
　
に
七
百
人
が
参
加
。
参
列
者
に
　
「
朝
鮮
人

で
す
か
。
在
日
で
す
か
」
　
と
聞
い
て
回
っ
た
。
皆
が

「
日
本
人
で
す
」
　
と
の
ご
返
事
。
そ
こ
を
す
り
抜
け

数
十
メ
ー
ト
ル
で
　
「
六
千
人
虐
殺
の
濡
れ
衣
を
晴
ら

そ
う
」
　
「
六
千
人
虐
殺
は
捏
造
・
日
本
人
の
名
誉
を

守
ろ
う
」
と
す
る
「
真
実
の
慰
霊
祭
」
が
営
ま
れ
た
。

こ
こ
へ
の
入
り
口
に
は
立
ち
入
り
禁
止
の
黄
色
い
テ

ー
プ
。
警
備
の
警
察
官
に
参
加
し
た
い
旨
を
告
げ

る
と
中
へ
入
れ
て
く
れ
る
。
警
察
官
が
数
名
配
置
さ

れ
、
ま
る
で
事
件
現
場
の
物
々
し
さ
。
慰
霊
祭
の
中

身
は
看
板
通
り
。
だ
が
参
加
者
は
朝
鮮
人
追
悼
集
会

の
十
分
の
一
程
。
「
こ
こ
は
日
本
国
で
あ
る
。
朝
鮮

人
追
悼
集
会
が
堂
々
と
開
か
れ
る
一
方
、
日
本
人
の

名
誉
を
守
る
集
会
が
な
ぜ
コ
ソ
コ
ソ
と
」
　
と
悲
し
く

な
っ
た
。
終
了
後
も
あ
っ
ち
の
集
団
と
接
触
し
な

い
よ
う
に
と
の
ご
配
慮
か
、
警
察
官
に
前
後
左
右
を

両
国
駅
ま
で
警
護
（
誘
導
か
護
送
か
監
視
か
）
　
さ
れ

た。

（会員）
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戦
前
の
中
学
国
語
の
教
科
書
を
読
む
（
十
）

［
次
の
文
章
は
、
『
現
代
国
語
讃
本
　
巻
三
』
（
八

波
則
吉
編
著
　
昭
和
十
年
版
）
　
所
収
。
学
年
で

は
現
在
の
中
学
二
年
前
期
に
当
た
る
。
表
記

は
原
則
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
漢
字
は
正
字

で
あ
る
が
、
正
字
へ
の
変
換
が
で
き
な
い
も

の
は
、
常
用
漢
字
体
で
示
し
た
。
読
み
仮
名

は
適
宜
新
た
に
加
へ
た
。
］

国

史

に

返

れ

　

　

　

　

　

　

徳

富

蘇

峰

「
国
史
に
返
れ
」
。
日
本
国
の
歴
史
は
大
和
民
族

の
系
園
で
あ
る
、
吾
人
租
先
の
功
科
表
で
あ
る
、

日
本
帝
国
の
賓
庫
で
あ
る
、
日
本
国
民
の
経
典
で
あ

る
。
日
本
国
を
知
る
に
は
、
国
史
を
透
し
て
知
る
よ

り
他
に
方
便
が
な
い
。
国
史
は
賓
に
忠
賓
な
案
内
者

で
あ
る
、
信
頼
す
べ
き
指
導
者
で
あ
る
。

吾
人
は
歴
史
的
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
す
べ
て

の
人
類
は
平
等
観
よ
り
す
れ
ば
皆
同
胞
で
あ
る
。
し

か
し
、
歴
史
観
よ
り
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
園
は
皆
特

殊
の
性
格
を
具
へ
て
ゐ
る
。
甲
園
と
乙
園
と
は
同
じ

で
な
く
、
乙
園
と
丙
園
と
は
違
ひ
、
而
し
て
丙
園
と

甲
園
と
も
ま
た
同
じ
で
な
い
。
十
箇
園
あ
れ
ば
十
箇

園
の
相
違
が
あ
り
、
百
回
あ
れ
ば
百
園
の
差
異
が
あ

る
。
こ
の
特
殊
の
園
性
を
維
持
す
る
上
に
於
て
、
始

め
て
猫
立
国
の
意
義
が
完
う
さ
れ
る
。
猫
立
国
の
本

義
は
形
式
的
に
他
の
干
渉
を
絶
ち
、
我
が
自
主
の
鰹

面
を
保
つ
の
み
で
は
な
い
。
精
面
的
に
自
主
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
。
詳
ら
か
に
い
へ
ば
、
精
細
的
に
自
国

の
園
性
を
把
持
し
、
保
存
し
、
開
展
し
、
獲
達
さ
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

我
が
大
和
民
族
の
誇
は
日
本
の
歴
史
で
あ
る
。

こ
の
歴
史
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
悉
く
皆
正
し
い
こ

と
善
い
こ
と
の
み
が
満
ち
て
は
ゐ
な
い
。
必
ず
し
も

悉
く
敬
ふ
べ
く
仰
ぐ
べ
き
こ
と
の
み
が
溢
れ
て
は

ゐ
な
い
。
人
間
は
決
し
て
和
様
で
は
な
い
。
人
間

の
所
作
に
は
さ
ま
ぐ
な
過
失
も
あ
れ
ば
罪
悪
も
あ

る
。
し
か
し
、
線
括
し
て
い
へ
は
、
日
本
の
歴
史
は

決
し
て
大
和
民
族
の
恥
辱
史
で
は
な
く
、
光
集
史
で

あ
る
。い
か
に
日
本
の
皇
室
が
世
界
に
比
類
の
な
い
皇
室

で
あ
る
か
は
、
国
史
が
最
も
雄
欝
に
こ
れ
を
語
っ
て

ゐ
る
。
い
か
に
日
本
の
国
民
が
そ
の
一
旦
緩
急
の
際

に
廃
し
て
、
護
国
の
満
面
に
猛
烈
に
且
勇
敢
で
あ
っ

た
か
は
、
国
史
が
そ
の
諮
人
で
あ
る
。
い
か
に
大
和

民
族
の
う
ち
に
世
界
的
偉
人
と
比
較
し
て
一
歩
も
劣

ら
ぬ
も
の
、
即
ち
彼
自
身
ま
た
世
界
的
偉
人
と
稀
す

る
に
足
る
も
の
を
生
じ
た
か
は
、
長
い
年
代
の
う
ち

に
屡
接
解
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
我
が
明
治

天
皇
の
盛
徳
大
業
も
、
国
史
の
背
景
に
よ
っ
て
始
め

て
明
白
に
、
構
詳
に
、
割
切
こ
れ
を
合
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
国
史
の
背
景
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
五

箇
候
の
御
誓
文
の
如
き
も
、
一
種
の
雄
快
な
文
書
た

る
に
止
ま
る
だ
ら
う
し
、
帝
国
憲
法
の
如
き
も
、
草

に
鞄
燥
薬
殊
細
山
掬
絵
叢
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
。

凡
そ
固
陣
頑
迷
な
懸
億
語
源
誓
う
保
守
退
嬰
の

島
国
根
性
や
、
若
し
く
は
詭
激
狂
妄
な
赤
化
主
義

や
、
架
空
浮
誇
の
模
倣
精
細
や
、
い
づ
れ
も
我
が
国

史
を
閑
却
す
る
か
ら
し
て
起
る
の
で
あ
る
。
現
状
を

守
株
す
る
の
も
国
史
を
知
ら
な
い
が
篤
、
現
状
に
不

安
を
撼
韓
晴
の
も
国
史
を
知
ら
な
い
が
駕
、
自
惚
根

性
で
酔
生
夢
死
す
る
の
も
国
史
を
知
ら
な
い
が
篤
で

は
な
い
か
。

「
国
史
に
返
れ
」
　
と
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
歴
史

家
と
な
れ
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
専
門
の

筆
者
が
あ
る
。
た
ゞ
日
本
国
民
と
し
て
日
本
の
歴
史

の
そ
の
大
い
な
る
筋
道
を
諒
解
せ
よ
と
い
ふ
の
で
あ

る
。
こ
の
歴
史
は
精
細
的
に
於
け
る
日
本
の
潜
在
し

て
居
る
費
蔵
で
あ
る
。
い
や
し
く
も
国
民
的
に
生
活

し
且
つ
活
動
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
づ
こ
の
賓

蔵
に
向
つ
て
す
べ
て
の
も
の
を
求
め
る
が
よ
い
。

（
国
民
小
訓
）

（原注）

徳
富
蘇
峰
　
名
は
猪
一
郎
。
熊
本
頬
の
人
。
文
久
三

年
生
。
文
章
家
。
歴
史
撃
者
。
貴
族
院
議
員
。

五
箇
僕
の
御
蕾
文
　
明
治
元
年
三
月
十
四
日
明
治
天

皇
が
紫
農
殿
で
面
々
に
蕾
は
せ
ら
れ
た
新
政

の
方
針
五
箇
候
。

帝
国
憲
法
　
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
護
布
。

（補注）

文
久
三
年
は
一
八
六
三
年
。

徳
富
蘇
峰
の
弟
は
、
小
説
家
徳
富
麗
花
。
蘇
峰
に
は

歴
史
の
大
著
と
し
て
『
近
世
日
本
国
民
史
』

全
百
巻
が
あ
る
。

会
費
納
入
の
お
願
い

年
額
　
二
千
円

口
座
　
「
み
ず
ほ
銀
行
」
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店

店
番
号
　
7
4
3
　
普
通
預
金
　
1
3
3
0
1
5
0

名
義
　
佐
藤
健
二


